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研究成果の概要（和文）：本研究では、かつて沖縄に広く存在し、今も一部が残存している伝統
的な村の人工林「抱護」を現地調査により残存状況を把握し、形態分類を地形特性指標により
行った。現存せず消失・変容した重要な事例については明治期地籍図での正確な形態復元が出
来た。「韓国の裨補林や中国の風水林」を調査し、東アジア他地域との比較・位置づけが可能と
なった。さらに「抱護」の形態形成に働く琉球の風水的森林観も明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：In this research, field surveys were conducted to explore the 
current distribution and further classify the configuration based on topographical 
features of remnant traditional planted forests of "Ho:go" that have been widely 
existing in Okinawa. The accurate configuration of some important historic cases that 
had vanished or transformed were reproduced based on the cadastral maps of the Meiji 
Era. the characteristics of "Ho:go" planted forests were summarized compared to other 
regions in East Asia with field survey results of Bi-bo forests in Korea and Feng Shui 
woods in China,. It further revealed the Ryukyuan perspective of forest management 
that has shaped the configuration of "Ho:go." 
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１．研究開始当初の背景 

 沖縄の抱護のあり方については、沖縄の村
落研究の先駆者であった地理学者仲松弥秀
をはじめとして、集落背後の腰当森とクサテ
ィに守られる村として捉えられてきた。とこ
ろが郷土史の記述では、抱護は村落を語る際
に欠かせない集落構成要素と考えられてい

た。しかしながら、抱護林をメインテーマと
した研究はきわめて尐なく、抱護林は集落研
究や環境計画で副次的な要素として考えら
れているようである。他分野においても林政
学を専門とする仲間勇栄などが生態学的研
究を進めているがまだその蓄積は十分とは
いえない。特に離島も含めた沖縄における抱
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護林の分布など、その全体的な状況について
は把握されていないように思われた。 
 浦山は以前、研究分担者である澁谷ととも
に、科学研究費補助金「沖縄・八重山諸島に
おける住居・集落のエコロジカルな空間形成
原理の研究」（平成 13～14 年度・基盤研究Ｃ・
研究代表者：神戸芸術工科大学教授・小玉祐
一郎）に分担者として参加した際、上記の点
を感得し、八重山諸島の石垣島、宮古諸島の
多良間島にて現地調査を行った。特に石垣島
四箇村、および平得・真栄里村の、消失した
抱護林を地籍資料と空中写真、現地調査で一
部復元した。続いて、科学研究費補助金「東
アジアにおける伝統的地理思想よりみた沖
縄の抱護林」（平成 19～20 年度・萌芽研究・
研究代表者：中部大学教授・渋谷鎮明）では、
抱護林をメインテーマとして収集・踏査・検
討・今後の諸課題の整理をおこなった。 
ところで沖縄の抱護林は、琉球王府時代の

宰相であった蔡温が、風水の論理を育林に応
用した際に「抱護」の概念を提唱し、それが
一般に広まって作られたものと考えられて
おり、この点で風水との深い関わりが指摘さ
れる。このことは沖縄各地に残る風水調査記
録「風水見分記」や「緒抱護緒木植付日記」
において、きわめて頻繁に植林の指示がなさ
れていることからも理解される。この点につ
いてはこれまで東洋史を専門とする都築晶
子の研究が代表的であるが、具体的に存在し
た抱護林の地籍上での復元や実地調査を伴
う研究ではなかった。 
また分担者・澁谷は 2006 年 7 月に韓国国

立民俗博物館においてシンポジュ―ム「東ア
ジアの風水」で沖縄の抱護林について発表を
行なった。シンポジュ―ムでの議論において
は、東アジアの風水は各地域の「共有財産」
でありながらも多様性に富み、それぞれの地
域の位置づけと差異が今後の課題であると
判断された。このように考えた際、東アジア
における風水思想との関連を持つ沖縄の「抱
護林」は、韓国の「裨補林」ときわめて類似
していながらも、異なる地域的特徴を備えて
おり、しかも具体的な景観変化として捉える
ことができる。そのため両者の比較研究は東
アジアの風水研究の糸口になるものと考え
られる。これらの理由から、沖縄の抱護林に
働く伝統的地理思想の論理を解明すると共
に、東アジアの中で位置づけることをも試み
様とした。 

 

２．研究の目的 

「抱護林」は、かつて沖縄（沖縄本島とそ
の周辺島嶼、宮古諸島、八重山諸島）に広く
存在し、今もその一部が残存している「伝統
的な」人工林である。これはただの防風林で
はなく風水思想やそれと関連を持つ蔡温の
育林法、近世の村建ての規範、「抱護」の観

念など伝統的な地理思想が反映されて形成
され、またそれらの論理で維持・管理・保全
された林地である。 
本研究では、この抱護林について、文献・

地籍資料と現地踏査を通じて沖縄県全域に
おける残存状況を把握し、消失したもののう
ち重要なものについては地図（現在の地籍・
明治期の測量図）上での形態復元を行なうと
ともに、その形態形成にはたらく沖縄の伝統
的地理思想の論理を探る。また東アジアの他
地域において同様にして伝統的に維持・管理
されてきた人工林（韓国の裨補林や中国の風
水林）との関連で「島嶼琉球型」としての位
置づけを目的とした。 
（１）沖縄本島とその周辺の島嶼、宮古・

八重山諸島に分けて、消失したものも含め、
抱護林について歴史資料、米軍の空中写真の
分析や現地調査からその位置や規模につい
て明らかにした上で集落の居住域と腰当森
を含めた抱護のあり方から集落立地を考慮
した類型分類をする。なお、抱護林には村抱
護（村落の周囲を囲む林地）、屋敷抱護（屋
敷林）、浜抱護（海岸の林地）があるが、伝
統的な地理思想が表出しやすいと思われる
「村抱護」を中心に考えた。 
（２）これらの抱護林についての集落形成

上の実用的機能と住民にもたらす精神的機
能についても検討する。その形成・維持・管
理・保全の論理については、沖縄における林
政学・歴史・民俗学等の研究者にもレビュー
を受けた上で討論する場を設け、昭和初期以
降に消滅した抱護林の再評価と南西諸島型
のエコロジカルな住居・集落の構成原理の再
生のためのデーターベースを構築する。 
（３）東アジアの各地の風水林と抱護林と

の比較研究のため、韓国の「裨補林」の研究
者であり東アジア全体の風水思想にも詳し
い連携研究者・崔元碩氏（韓国・慶尚大学校・
研究教授）と共同現地調査を行う。また中国
の風水林調査には東アジアの風水集落実情
に詳しい連携研究者・陳碧霞（国連大学高等
研究所いしかわ かなざわオペレーチイン 
ユニット・PD フェロー）との共同現地調査を
行う。 
（４）実態としての「抱護」研究に欠かせ

ない林の生態学的把握のために、森林環境保
全や山林風水・沖縄の杣山制度に精通した仲
間勇栄氏（琉球大学・教授）を中心に、集落
内のフクギの樹齢年代推定を通して近世井
然型の集落成立期と「村抱護」の関係を考察
するとともに、抱護林にみられる林地の維
持・管理・保全の特質について議論を行い、
沖縄の集落空間におけて村域を視覚化させ
る重要な構成要素である抱護（風水樹林帯）
の形態と機能を明らかにする。 
 

３．研究の方法 



（１）八重山・宮古諸島の明治期における
「村抱護」林の復元：文献並びに地籍資料が
比較的、残されている八重山・宮古諸島では
近世琉球の村落空間構造の読み取りが可能
であると判断した。①現地予備調査から抱護
林が村の聖地の場所ウタキ林（腰当森）と関
係し、古い掘り抜き井戸や水源の位置とも連
動して形成されている事を把握した。そこで
石垣島の旧四箇村（石垣市市街地）及び多良
間島の事例について、古絵図・明治期地籍
図・現在の地籍図の分析並びに米軍航空写
真・土地台帳データーを重ねあわせ、さらに
抱護林の立地諸条件の整理と現地情報を合
わせた村抱護林を加筆した集落空間構成図
を作成すると共に、その近・現代における抱
護林の変容過程・消滅プロセスを明らかにす
る。②石垣市の平得・真栄里村・大濱村・宮
良村・白保村を対象とした明治 20～30 年の
集落空間構成の特徴を把握する中で、現在は
残存していない村抱護の正確な形態を地籍
図上で復元し、その形態的特徴を明らかにす
ると共に、集落における抱護林の役割・機能
を考察する。 
（２）沖縄本島と周辺離島における抱護林

の現地確認調査並びに地形特性による集落
特性分類と村抱護の関係：先の大戦によって、
ほとんどの歴史的資料や明治期の地籍資料
が失われたため、戦後から昭和 30 年頃に現
地測量によって作成された「一筆地調査図」
と米軍航空写真を基本資料として考察する。 
①沖縄本島の中・北部地域と渡名喜島を選定
している。具体的には、本部町（備瀬・具志
堅）・今帰仁村（今泊）・名護市（真喜屋・稲
嶺・久志）・東村（平良・川田）国頭村（辺
戸）を調査対象とする。現状の地籍図・土地
利用図・米軍航空写真を基に集落の保安林調
査を行う。次に「一筆地調査図」と米軍航空
写真に基づく戦前の保安林復元調査を現地
で行い、村民等のヒアリングデーターを収集
する。最後にフクギによる樹齢年代の考察を
加えて、保安林指定された内から抱護林の可
能性あるゾーンを抽出し、腰当森が集落背後
の抱護林である事を明らかにする。②また仲
間を中心としたグループはフクギ樹齢推定
技術を活用して集落内の屋敷林・抱護林を測
定し、近世碁盤目状集落成立と抱護林の関係
性を考察する目的で、備瀬集落・渡名喜島・
今泊集落それに関連して多良間島のフクギ
樹齢年代別による集落全域分布図を作成す
る。その上で人工林「抱護」の成立・歴史的
変遷状況の推定を行う。 
（３）沖縄の人工林「抱護」に関する文献

資料解読：抱護は沖縄の風水を考えるとき、
非常に重要な概念である。そのため、風水師
の指導の下で計画・造成された伝統的な集落
景観の成立に係わる 1737 年以降の集落形成
と抱護（屋敷抱護・村抱護・間切抱護・浜抱

護）に関する文献収集と解読を行う。①抱護
林造成の論理や、そこにはたらく伝統的地理
思想に関しては、蔡温の『山林真秘』や『杣
山法式帖』、および沖縄に残る風水書・風水
見分記（「北木山風水記」など）・『地方文書』
を参考にする。その上で蔡温の基礎文献の現
代語翻刻・翻訳を原典から行い、抱護林造成
の論理を再考する。なお、風水見分記（「北
木山風水記」など）も現地見聞を行って再度
の論考をする。②古琉球から近世琉球への社
会的変革は、アニミズム的思考から風水思想
への革命的変化でもあると捉え、蔡温が使用
した「抱護」の中国における古文献の出典を
探り、何故、抱護が琉球に受け入れられたか
という受容と内容の変遷についても問う。 

（４）東アジアの裨補林・風水林調査と抱護
林との比較考察：①韓国裨補林調査は・「マ
ウルスプ」とよばれる林地を研究対象として
現地調査を実施し，これら林地の造成・維持
管理と集落のかかわりについて明らかにす
る。調査地は，韓国の全羅南道鎮安郡周辺を
対象地域とする。韓国研究者との共同調査と
し，林地の計測，観察調査，集落環境マップ
の作成、住民などへのインタビュー調査を行
う。また林地の造成に関しては，日本植民地
期の地籍資料（地籍図・旧土地台帳）を利用
し，インタビューの裏付けをとる。②中国・
広東省および香港における現地調査は、抱護
林の原型と考えられる中国の伝統的な集落
景観を構成している「風水林」または「（風
水）林盤」の現状と残存状況を調査する目的
で行い、今後の比較研究の糸口を探る。 
 
４．研究成果 
石垣島など沖縄県内の広い範囲で集落全

体を列状の森で囲う「抱護（ホーグ）」林が
存在していた。こうした「抱護」林が本格的
に植えられたのは、18 世紀の蔡温の指示によ
るとされる。その存在は、各地の村絵図にも
描かれてきたが、市街地の拡大や戦前・戦後
の日本軍の作戦資材・戦後復興の資材などと
して多く失われた。 
（１）石垣市・旧四箇村における「抱護」

林：石垣市街（石垣市の大字新川・石垣・大
川・登野城）における「抱護」林は 19 世紀
の「八重山古絵図」などには明確に描かれて
いる。しかし集落背後の「抱護」林の樹列は
完全に失われたが、領域としてその痕跡を残
し、大部分が「産業道路」に転用された。「産
業道路」には不自然な土地利用の細長い土地
が併走し、保健所など公共利用がなされる。
また地籍資料に記録された「抱護」林の消滅
過程については、明治 32～35 年の土地整理
事業の時点で明らかに人為的に造られたと
思われる「山林」の列（現「産業道路」等）
に加え、墓地を抱いた丘陵、「原野」が集落
を取り囲む。その後、明治 45 年に一列に連



続した「山林」が「保安林」指定された。最
終的には昭和 29 年開通の「保安道路」、昭和
50 年代までに順次開通した「産業道路」に一
部敷地を譲りつつ、未だ「市有地」であるこ
とが判明した。 
（２）石垣市の平得村・真栄里村、大濱村、
宮良村、白保における「抱護」林：明治 32

年からの「土地調査事業」によって作成され
た地籍図の入手によって「明治期地籍図」の
整理が可能となり、各集落の復元によって抱
護の詳細な形態が明らかとなった。対象集落
には共通して集落外縁部に樹林帯（村抱護）
が分布し、その外側に墓地が分布しているこ
とから村抱護に囲まれた範囲が村域を示し
ている可能性を指摘した。このような抱護は、
海岸沿いに分布する浜抱護と村域を取り囲
む村抱護が存在し、特に村抱護には帯状で幅
の小さな形状の樹林帯が多く見られた。一方
で村抱護（保安林）は、昭和 20 年ではすで
に一部消滅が確認され、現在では一部は道路
となって痕跡を示している箇所が確認でき
る程度である。 

（３）多良間島の中筋・塩川地区における
「抱護」林：多良間島には、琉球列島の中で
も風水集落の村抱護が最もよく保存されて
いる。村の前方には村抱護が、後方には、ク
サティムイの丘がある。これは琉球島嶼型の
風水集落の特徴といえる。1742 年に蔡温が
当時の宮古島の頭だった白川氏恵通に命じ
て村抱護を造成させている歴史的事実があ
る。抱護の林帯は集落の前方から後方の森に
かけて、集落を囲むようにカーブを描いてい
る。「土地整理事業」（1889 年頃）当時の多
良間島中心集落は現在の同集落より西に展
開していた。しかし 1965 年頃までに、東側
の塩川地区で宅地の増加がみられ、東側の
「山林（抱護林）」地筆で、1950～60 年代に
かけて宅地などに転換されて、抱護林の一部
が失われたプロセスを分析した。それに対し、
西側の中筋地区では依然として宅地と抱護
林との間に農地が残され、距離があることが
判明した。なお「土地整理事業」（1889 年頃）
当時の地籍図分析から村抱護の林帯幅は現
在のそれより広い 16ｍであった。またフクギ
の植生構造調査より最大樹齢が植栽年代
（1742）と一致していることも判明した。 

（４）沖縄本島・今帰仁村今泊集落の抱護
林の植生構造：今帰仁名義の保安林指定の
場所にあるフクギの樹齢推定から近世期の
碁盤型創設期の系譜を持つ抱護林を推定す
る目的で、フクギの樹齢調査を行い、人工
的に植樹された年代を推定した。最大樹齢
は 263 年。集落東側のフクギ林帯には 200
年を超える樹木が 5 本もあった。琉球国内
で碁盤目型の集落が成立するのは 1737 年
以降である。村の抱護の目的で集落形成期
の初期段階に計画的に植樹されたフクギ林

帯であることが判明した。 
（５）沖縄本島・北部の「村抱護」の形態

特性：伝統的な集落景観は風水師の指導の下
で計画され造成され、近世移動集落の道は碁
盤型に計画されている。1737 年以前は、碁盤
型に設計された集落は見られないとされる。
琉球諸島には約180の碁盤型に計画された集
落が存在していたという。それらの大部分は、
海岸域の砂質堆積地に集中している。ところ
で沖縄本島北部の海岸域にある集落は、その
立地特性から 2 タイプに分類される。一つは
西海岸に見られる「海蝕崖下・砂浜地型」と
もう一つは東海岸に共通してみられる「海岸
砂丘・後背低地（デルタ地）型」である。
前者の代表は今帰仁村今泊集落であり、集落
の東と西側の海蝕崖丘陵部に村抱護があり、
海岸部に海抱護が存在する。後者は名護市久
志集落・東村平良集落・名護市名護市街地・
うるま市石川市街地（石垣市旧四箇村もこの
タイプに含まれる）等である。後者の地形特
性は集落の背後の小高い丘陵部分に集落を
腰当するような腰当林帯（クサティムイ）を
持ち、その林帯の後ろに集落地盤面より低い
農作地や耕作地が広がっている。これらのク
サティムイは規模の縮小は見られるが今も
存在している。抱護系の名称では呼ばれてい
ないが、機能として抱護の役割を果たしてい
たことが判明した。 
（６）基本資料における文献解読：琉球大

学付属図書館の宮良文庫の保存されている
本来、蔡温の著作であった乾隆 33 年（1768）
の筆写本「山林神秘」を後の杣山法式帳の原
典と考え、筆写本「山林神秘」の漢文から直
接に和文（現代語訳）と英訳を行った。基本
資料の内容を現代語に訳する意義は大きい。
さらに『林政八書』の中でも「杣山法式帳」
と並んで琉球王領時代の山林思想やその技
術を知るうえで貴重な資料「樹木播稙方法」
の和訳（現代語訳）と英訳も行なったことで、
人工林「抱護」の本来の意味や使用法のイメ
ージ理解に貢献した。一方、蔡温が学んだ風
水書の原典確認のために『首里地理記』の記
述を検討し、徐善繼・徐善撰『地理人子須知』
（万歴 11 年・1583）を収めていたことが判
明した。この『地理人子須知』の中に「包護」
の語がみられる。「包護」の語は１箇所のみ
であり、囲繞空間について「包護（す）」と
表現している。従って、琉球風水の「抱護」
の概念は、蔡温が渡福中に学んだ『地理人子
須知』に基づくものと考えられよう。 

（７）東アジアの裨補林・風水林調査：香
港・広東省に出向き、香港魚農自然護理暑の
案内で蓮墺集落の風水林現地調査を行い、大
陸の「典型的風水林布局」の理解と香港に今
も風水林が存在することの確認をした。さら
に広州市の華南農業大学熱帯生態研究所・駱
世明教授に「風水林」の華南地域における実



態や研究状況の指導を受けた。中国華南地域
の風水林事例調査は深セン市の埧光塩灶村
（海辺部）と楊梅村（山地丘陵部）の 2 か所
で行った。韓国における裨補林調査は、全羅
北道・鎮安郡・馬耳山道立公園近隣の「村
の林」を調査対象とした。選択理由として
は裨補林資料が豊富である事と地元民俗研
究者の充実である。延世大・金教授、慶尚大・
崔教授（連携研究者）と共同調査行い、20
か所の集落で「裨補林」の豊富な事例を採
取した。いずれの地域も今後、東アジアの
風水思想の環境的影響や集落景観構成の比
較研究に欠かせない地域であり、沖縄の風
水集落と「抱護」研究の位置づけを国際的
に高める視座を与えると確信した。 
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